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会長退任挨拶

＜2022～2023年度会長退任挨拶＞

渡邉 巌会長

最初に、コロナ渦でのスタートではありましたが、1年間休むことなく

何とか会長職を全うすることができましたこと、皆様に感謝申し上げ

ます。

2022～23年度の国際ロータリーのテーマはジェニファー・ジョーンズ

会長の唱えられた「イマジン・ロータリー」でした。今世界を取り巻く様々

な問題を考え、特にロータリーの7つの重点分野が達成されたよりよい

世界を想像しましょう。そしてそうなるにはどうすればよいかを考え、

実行しましょう。というメッセージでした。７つの重点分野とは、①戦争

のない平和な世界、②病気で困らない世界、③衛生的で安全な水の

飲める世界、④母子の健康が保たれる世界、⑤誰もが教育を受け、

読み書きのできる世界、⑥貧困のない経済発展する世界、⑦自然と

人類が共生できる世界です。今の日本では幸運にもほとんどすべて

が満たされています。当たり前の現実ですが、世界にはこの7つの重点分野が国家によって、指導者によって踏み

にじられた人々が存在しています。小さなことでも、何か少しでも役に立てることを実行しましょう。ということです。

わたしたちは、ポリオプラスやロータリーの希望の風奨学金などで協力させていただきました。

また第2650地区のスローガンは尾賀康裕ガバナーの「感動、感激、そして感謝」でした。これはコロナ禍にあって

沈滞したクラブの雰囲気を、会員の親睦と奉仕活動によって活力と輝きを取り戻しましょうとのメッセージでした。

奈良西RCでも財団補助金を用いた社会奉仕事業（奈良市・トレド市姉妹都市提携50周年記念事業）を通して地域社

会の活性化を、またIMや地区大会への直接参加を通してロータリー・クラブ間の親睦や友好関係を深めることがで

きました。コロナ感染はまだ続いておりましたので、完全な復活とは言えませんでしたが、活力と輝きへ大きな希望

を得ることができました。

私の今年度の活動方針のテーマは、「ロータリーを学び、ロータリアンであることに感謝しよう」でした。当たり前に

行ってきたロータリー活動を今一度考えるいい機会だと思い、会長の時間で“ロータリーって何だろう”（第8回例会）、

“ロータリーの歴史”（第24回例会）、“ロータリーの基本理念”（第25回例会）、“ロータリーの活動理念とロータリアン

の行動規範”（第33回例会）、そして本日の第36回例会にて“ロータリーの奉仕理念”をお話ししました。1905年ポー

ル・ハリスを中心に誕生したロータリーの背景・歴史、そしてその本質・意義について再考するいい機会でした。ロー

タリーの本質・意義を知った上で、私たちはロータリアンであることに感謝し、ロータリー活動を継続することが大切

だと思います。ロータリーは学び場であり、実践の場であります。

さて1年間を振り返ってみますと、卓話の時間は多彩な内容で大変充実していたと思っています。卓話者選考をし

ていただいた幹事、プログラム委員長に感謝申し上げます。例会運営に関しましても、毎回の例会シナリオがわか

りやすく大変役立ちました。SAA様ありがとうございました。また地区補助金を用いた社会奉仕事業におきましては、

前年度から計画や申請と、年度をまたぐ奉仕事業で多くの会員のご参加・ご協力が必要でした。中西新年度から再

開いたします青少年交換留学のお世話も前年度からその準備・手続きが必要で、米山奨学生のお世話も同様です。

これからの奉仕事業は単年度だけでなく、年度をまたぐ事業も多くなると思いますので、事業内容の吟味や引継ぎ

に多くの会員皆さまのご理解・ご協力が必要になると痛感いたしました。また職業奉仕事業、また台中中区RCとの

親睦会、家族親睦会、家庭集会、内輪会ゴルフ、クラブ広報と宣伝など、これらにクラブ奉仕して頂いた会員の皆様

ありがとうございました。さらに鴟尾の会・ゴルフ大会や鴟尾の会・会長幹事会の開催に際し、お手伝い下さった皆

様、また奈良西RCから地区委員として活躍されている会員様に感謝申し上げます。そしてクラブ運営において雑多

な準備をしてくださった事務局のオフォス様、本当にありがとうございました。皆様すべてに助けられて1年間無事に

職務を全うすることができました。

すべての方々に感謝とお礼を申し上げて、そして中西次年度にも引き続き皆様のご協力をお願いいたしまして、

会長退任の挨拶とさせていただきます。誠にありがとうございました。

こんばんは

遂に本年度最終例会、幹事の退任挨拶をさせて頂く日がやってきま

した。

退任時の挨拶では「長いようで短かった」とよく言われますが、今回

ばかりは「長いようでやはり長かった」というのが率直な感想でござ

います。最後の最後まで何だかんだ対応に追われ、ここに立って

やっと本当に一年間が終わるのだと感じております。

まずは渡邉会長、当初幹事として会長を支える意気込みだった

のですが、会長に支えてもらいながらの幹事職だったのではない

かと反省しております。申し訳ないのとともに感謝でいっぱいでござ

います。本当にありがとうございました。

もありがたかったです。ありがとうございました。

加藤

出来ました。例会時の進行も滞りなく行うことができました。ありがとうございました。

各委員の皆様には、ニコニコの管理・出席者数の管理、親睦活動の計画実行、卓話の手配、その他多くのク

ラブの運営にかかわる業務を担って頂きました。皆様にはクラブの運営にご尽力いただきまして、本当にあ

りがとうございました。

原稿の手配から会報のチエック、ホームページ管理など奈良西の魅力を外部に発信する業務をご担当頂き、

本当にありがとうございました。

にはなりませんでしたが入会に向けて方々でご尽力頂いていたものと推察致しております。それでも年度最

後に品川様のご入会があり大変嬉しく思っております。ありがとうございました。

委員長および各委員の皆様、ロータリークラブの重要な柱の一つである奉仕活動をご担当頂きありがとうご

ざいました。今年度はコロナの影響も少なく財団補助金を使った奉仕事業を始め、バリエーションに富んだ多

くの奉仕活動を行う事が出来ました。皆様のご尽力によるものだと感謝しております。ありがとうございました。

の皆様、各寄付金の管理、米山奨学生への対応などご尽力いただき、ありがとうございました。

うことができるのは、事務局のオフォスさんの力が本当に大きいと感じております。ありがとうございました。

次年度以降もどうぞよろしくお願い致します。

営側に立って、会員の皆さんが例会に参加しに来られること、クラブアッセンブリーや親睦行事に参加頂ける

ことが本当に嬉しく思った一年でもありました。次年度以降、私も含めどうか会員の皆さまの積極的な参加を

お願いしたく思います。



幹事退任挨拶

＜2022～2023年度幹事退任挨拶＞

相澤 万裕子幹事

こんばんは

遂に本年度最終例会、幹事の退任挨拶をさせて頂く日がやってきま

した。

退任時の挨拶では「長いようで短かった」とよく言われますが、今回

ばかりは「長いようでやはり長かった」というのが率直な感想でござ

います。最後の最後まで何だかんだ対応に追われ、ここに立って

やっと本当に一年間が終わるのだと感じております。

本日は会員の皆さまに感謝を申し上げたいと思います。

まずは渡邉会長、当初幹事として会長を支える意気込みだった

のですが、会長に支えてもらいながらの幹事職だったのではない

かと反省しております。申し訳ないのとともに感謝でいっぱいでござ

います。本当にありがとうございました。

そして吉村副会長、多くの相談に乗って頂き、吉村副会長がいてくださっているという事がとても心強くとて

もありがたかったです。ありがとうございました。

次に東山会計、多くの会計手続きを適切に行ってくださり、大変助かりました。ありがとうございました。

加藤SAAにおかれましては、毎回例会前の準備の良さのおかげで、関係者皆が安心して例会を迎えることが

出来ました。例会時の進行も滞りなく行うことができました。ありがとうございました。

中西クラブ管理理事をはじめとするニコニコ、出席、親睦、プログラム、総務、定款細則の各委員長および

各委員の皆様には、ニコニコの管理・出席者数の管理、親睦活動の計画実行、卓話の手配、その他多くのク

ラブの運営にかかわる業務を担って頂きました。皆様にはクラブの運営にご尽力いただきまして、本当にあ

りがとうございました。

福川広報理事をはじめとする広報、会報の各委員長および各委員の皆様方、奈良新聞・ならどっとFMの

原稿の手配から会報のチエック、ホームページ管理など奈良西の魅力を外部に発信する業務をご担当頂き、

本当にありがとうございました。

寺田増強理事をはじめとする増強、会員選考の各委員長および各委員の皆様方、今年度会員数はプラス

にはなりませんでしたが入会に向けて方々でご尽力頂いていたものと推察致しております。それでも年度最

後に品川様のご入会があり大変嬉しく思っております。ありがとうございました。

安井クラブ奉仕理事をはじめとする職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、青少年交換、姉妹友好クラブの各

委員長および各委員の皆様、ロータリークラブの重要な柱の一つである奉仕活動をご担当頂きありがとうご

ざいました。今年度はコロナの影響も少なく財団補助金を使った奉仕事業を始め、バリエーションに富んだ多

くの奉仕活動を行う事が出来ました。皆様のご尽力によるものだと感謝しております。ありがとうございました。

内藤クラブ財団理事をはじめとする財団寄付・財団補助金、米山寄付・米山奨学会の各委員長および委員

の皆様、各寄付金の管理、米山奨学生への対応などご尽力いただき、ありがとうございました。

最後に、毎年会長幹事・理事役員が交替する中で、クラブ運営から例会の進行までスムーズに滞りなく行

うことができるのは、事務局のオフォスさんの力が本当に大きいと感じております。ありがとうございました。

次年度以降もどうぞよろしくお願い致します。

この一年で、多くの方々に支えられての奈良西ロータリークラブだという事がよく分かりました。そして、運

営側に立って、会員の皆さんが例会に参加しに来られること、クラブアッセンブリーや親睦行事に参加頂ける

ことが本当に嬉しく思った一年でもありました。次年度以降、私も含めどうか会員の皆さまの積極的な参加を

お願いしたく思います。

皆様から見て至らない点も多々あったかとは存じますが、そこはどうかロータリーの友情でお許しください。

一年間、本当にありがとうございました。





  


